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「
農
地
利
用
状
況
調
査
」
及
び

　
　
　
　
　
　
　

「
利
用
意
向
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

農業委員・農地利用最適化推進委員　地区別委員一覧表

新
し
い
農
業
委
員
、

新
し
い
農
業
委
員
、

　
　

推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
！

　
　

推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
！

　

農
業
委
員
が
議
会
の
同
意
を
得
て

市
長
か
ら
任
命
さ
れ
、
七
月
十
四
日
、

新
し
い
農
業
委
員
十
八
人
に
対
し
、

渡
辺
芳
邦
市
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
臨

時
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
安

一

男
委
員
（
高
柳
）
、
会
長
職
務
代
理

者
に
山
口
進
委
員
（
長
須
賀
）
が
共

に
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
が
一

人
増
員
さ
れ
、
二
十
一
日
、
十
九
人

に
対
し
農
業
委
員
会
が
委
嘱
し
、
新

し
い
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

任
期
は
両
委
員
と
も
令
和
五
年
七
月

十
三
日
迄
の
三
年
間
で
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
売
買

や
貸
借
、
転
用
の
許
可
や
届
出
の
受

理
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
等
、
農
地
法
等
に
基
づ
く
法
令
事

務
を
中
心
に
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
、
地
域
の
農
業
は
、
農
家
の
高
齢

化
や
担
い
手
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
等
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
あ

り
ま
す
。
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

集
積
や
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
と
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
を

目
指
し
、
農
地
貸
借
の
受
け
皿
と
な

る
農
地
中
間
管
理
機
構
と
協
力
し
な

が
ら
、
農
地
の
利
用
最
適
化
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
下
表
の
様
に
九
地
区
を
基

本
エ
リ
ア
に
農
業
委
員
と
推
進
委
員

と
が
相
互
に
連
携
し
、
三
十
七
人
体

制
で
業
務
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
解
消
、
農
地
の
違
反
転
用

防
止
対
策
等
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
農
地
利
用
状
況
調

査
」
を
九
月
か
ら
十
月
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
際
に
は
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
地
に
立
ち
入
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
「
農
地
利
用
状
況
調
査
」
の
結
果
に
よ
り
、
遊
休
農
地
等
（
現
に
耕
作
の
目
的

に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
農
地

等
）
の
所
有
者
に
対
し
て
、
十
一
月
以
降
そ
の
農
地
の
今
後
の
農
業
上
の
利
用
の
意
向

を
郵
送
に
よ
り
調
査
し
ま
す
。

地区名 農業委員
農地利用最適化

推進委員 担当地区

金　田
髙 橋 　 勇 桐 谷 修 啓 中野・牛込・金田東・中島（アクアライン連絡道東側）

篠 田 一 男 石 渡 和 美 畔戸・瓜倉・中島（アクアライン連絡道西側）

岩　根

安  一 男 髙 橋 常 雄 岩根地区（ＪＲ内房線東側）

地 曵 昭 裕
山 口  義

久津間(主要地方道西側)を除く岩根地区(ＪＲ内房線西側)

江 尻 幸 子 久津間（主要地方道西側）

中　郷

杉 山 　 孝
宮 崎 孝 行 有吉・下望陀・上望陀

山 田 悦 男 大寺・十日市場

齋 藤 洋 一
石 﨑 幸 弘 井尻・牛袋（川東）

伊 藤 吉 次 曽根・牛袋野・牛袋（川西）

清　川
庄 司 英 実 山 口 幸 雄 犬成・笹子・椿

地 曳 功 一 金 子 康 男 菅生・中尾・伊豆島

木更津
 田 和 義 (中立者）

山 口 　 進 山 口 一 郎 長須賀・永井作・祇園・吾妻・新宿

波　岡 清 水 宏 益 半 沢 伸 公 桜井・請西・太田・真舟・上烏田・中烏田・下烏田・大久保・小浜・畑沢

鎌　足
竹 内 和 雄 長谷川男 鎌足１・２・３（下部）区

平 野 眞 一 嶌 野 知 明 鎌足３（上部）・４・５区

馬来田
金 子 一 夫 加 藤 和 男 瓜谷・大稲・稲荷塚・山王宿・真里・田面・諏訪原・下内橋・瑞穂

須 藤 孝 訓 永井・孫の台・赤坂・久保宿・１１区・茅野・茅野七曲・山本七曲・曽倉
小 川 　 均 鈴 木 正 幸 蛭作・当日・泉谷・宿・五郷・四空野・地蔵堂・丹原・市野々

富　岡
林 　 憲 司 鈴 木 典 雄 市川・鳥山・原林・石沢・大鐘・湯名・今間・根岸・上根岸

山口登志雄 伊 藤 伸 彦 田川・佐野・辻・八万台・木の根沢・土器崎　

※　　については齋藤委員担当

※　　については杉山委員担当
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● ● 第24期 農業委員 紹介第24期 農業委員 紹介 任期　令和２年7月14日～令和５年7月13日
役職、氏名、（住所地）※上段右から会議席順、敬称略役職、氏名、（住所地）※上段右から会議席順、敬称略

● ● 第２期 農地利用最適化推進委員 紹介第２期 農地利用最適化推進委員 紹介 任期　令和２年7月21日～令和５年7月13日
氏名、（住所地）※上段右から年齢順、敬称略氏名、（住所地）※上段右から年齢順、敬称略

山
ヤマグチ

口登
ト シ オ

志雄
（下宮田）

齋
サイトウ

藤 洋
ヨウイチ

一
（牛袋）

杉
ス ギ ヤ マ

山 孝
タカシ

（牛袋）
竹
タケウチ

内 和
カ ズ オ

雄
（矢那）

小
オ ガ ワ

川 均
ヒトシ

（茅野）

石
イシザキ

﨑 幸
ユキヒロ

弘
（井尻）

伊
イ ト ウ

藤 伸
ノブヒコ

彦
（下郡）

須
ス ト ウ

藤 孝
タカノリ

訓
（真里谷）

嶌
シ マ ノ

野 知
チ ア キ

明
（矢那）

宮
ミヤザキ

崎 孝
タカユキ

行
（有吉）

桐
キ リ ヤ

谷 修
ノブヒロ

啓
（中野）

山
ヤマグチ

口 一
イチロウ

郎
（長須賀）

鈴
ス ズ キ

木 典
ノ リ オ

雄
（下郡）

山
ヤ マ ダ

田 悦
エ ツ オ

男
（大寺）

伊
イ ト ウ

藤 吉
キ チ ジ

次
（曽根）

山
ヤマグチ

口 幸
ユ キ オ

雄
（椿）

石
イシワタ

渡 和
カ ズ ミ

美
（中島）

鈴
ス ズ キ

木 正
マサユキ

幸
（真里谷）

髙
タカハシ

橋 常
ツ ネ オ

雄
（高柳）

加
カ ト ウ

藤 和
カ ズ オ

男
（真里谷）

長
ハ セ ガ ワ

谷川
ヨ シ オ

男
（矢那）

金
カ ネ コ

子 康
ヤ ス オ

男
（菅生）

半
ハンザワ

沢 伸
ノブマサ

公
（羽鳥野）

山
ヤマグチ

口 
クニヨシ

義
（中里）

江
エ ジ リ

尻 幸
サ チ コ

子
（久津間）

地
ヂ ビ キ

曵 昭
アキヒロ

裕
（万石）

庄
ショウジ

司 英
ヒ デ ミ

実
（犬成）


ヨ シ ダ

田 和
カズヨシ

義
（木更津）

地
ジ ビ キ

曳 功
コウイチ

一
（伊豆島）

林
ハヤシ

憲
ケ ン ジ

司
（下郡）

金
カ ネ コ

子 一
カ ズ オ

夫
（下内橋）

清
シ ミ ズ

水 宏
ヒロユキ

益
（桜井）

髙
タ カ ハ シ

橋 勇
イサム

（中野）

平
ヒ ラ ノ

野 眞
シンイチ

一
（草敷）

篠
シ ノ ダ

田 一
カ ズ オ

男
（瓜倉）

会　長　　　

安
アンドウ

 一
カ ズ オ

男
（高柳）

会長職務代理者

山
ヤ マ グ チ

口 進
ススム

（長須賀）


